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献　辞
水野積成（ミズノ・モリシゲ）教授は、平成26（2014）年3月31日をもって名古
屋外国語大学を定年退職されることになりました。
同教授は、昭和55（1980）年3月、名古屋大学大学院工学研究科原子核工学専攻
博士課程を修了されました〔工学博士（名古屋大学　工博第359号）〕。
研究分野は放射線計測学（放射線物理学）であります。昭和59（1984）年4月、
名古屋女子商科短期大学商科助教授として教鞭をとられることになりました。　
昭和63（1988）年4月、同短期大学経営情報科教授、平成7（1995）年4月、名古屋
外国語大学国際経営学部国際経営学科教授に着任されました。平成16（2004）年4月、
国際経営学部が現代国際学部に改組されるに伴い、国際ビジネス学科教授として
就任され、その後、本学大学院国際コミュニケーション研究科国際ビジネスコー
スを併任され、学生の研究・教育指導にあたられています。国際ビジネス学科運
営にあたっては、学科主催のフレッシュマン・キャンプ（1年生対象）、ビジネス・
セミナーやビジネス・フォーラム（いずれも2年生対象）、高校生向けのオープン・
キャンパスなどの企画運営において、きめ細やかな配慮をいただき、各イベント
が円滑に実施できるようご尽力いただいています。
教授は、国際経営学部着任以来、情報教育委員会において学内における情報教
育をどのように考えるべきか、IT 教育の進化と共に何を学生に教授すべきである
のか、基本的な考え方と対応策を一貫して唱えられています。平成15（2003）年4月、
情報教育委員会の改廃に伴い初代・メディア情報教育センター長になられました。
教授は、情報処理教育のための環境整備、パソコンが高価であった当時に貸与パ
ソコン1,200台を導入され学生が自宅でも使えるインフラ整備に尽力されました。
当初は60台余を設置した1教室体制でしたがその後、大学の支援が実現し、現在で
は11教室、総数800台体制に充実が図られています。また、学内 LAN の設置、イ
ンターネットが活用できるよう名古屋外国語大学のメール・サーバーを立ち上げ
られました。学科の HP も立ち上げられました。教授は、中学校・高等学校課程
での情報処理教育が次々と進化している現状において、その後の結果が決して均
一のものではない点に注目され、クラス分けのための調査を導入されました。そ
の結果、レベル別のクラス編成教育を実施することが可能となり、その教育効果
は大学全体にもたらされています。教授は、11年間の長きにわたり情報通信技術
（Information and Communication Technology : ICT）教育の環境づくりとその整
備という先駆的かつ必要不可欠な大学全体の仕組みづくりを果され、現在、その
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維持・管理・運営にあたっておられます。礎を築かれたのが、教授の大きな功績
であります。
学会活動等において、平成3（1991）年12月、社団法人情報処理学会、平成4（1992）
年2月、教育システム情報学会、平成13（2001）年4月、外国語メディア教育学会
に所属され、教授は多くの業績（30余の著書・論文、15余におよぶ学会報告など）
を著しておられます。
水野積成教授に対し、通算19年間の長きにわたる研究・教育上の業績および大学、
学部の管理運営の功績により、平成26（2014）年4月1日付けで名誉教授の称号が
授与されますが、現代国際学部を代表して、今後とも、教授がご健康で、ますま
すご活躍されることを心よりお祈りして、献辞とさせていただきます。
平成26年3月1日
現代国際学部長
玉井　俊紀
